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尊敬するコーチの一人に川本恵さんという方がいらっ
しゃいます。彼女が講師を務める勉強会に参加した時に、と
ても印象に残る言葉を聞きました。

クライアントがたとえ「わからないんです。」と言った
としても、
たとえ、眉間にぎゅっと皺を寄せて考えこんでいたとし
ても、騙されてはいけません。
クライアントは私たちが思っている以上に考える力が
あるのですから。

そうそう、その通り！　同感。いたく納得しました。その
翌日は日本コーチ協会の埼玉チャプターのセミナーに参加
しました。終了間際のグループディスカッションのテーマ
は、お決まりの「今日一日を振り返っての感想」でしたが、
同じグループメンバーの一人がこう話されました。「で、自
分の『価値』がわかったとして、その先、何に活用できるの
か、結局わからないんですよ…。」
えっ、わからない？　一瞬、川本コーチの言葉がすごいス

ピードでよぎりました。けれども、「わからない。」のフレー
ズが耳に入るや否や、私の「教えたがり」スイッチがパチン！
と入った音も同時に聞こえ…。気がつくと、その方に正面
きってとうとうと「価値をどんな場面でどのように活用でき
るのか」をしたり顔で話をしている自分がいたのでした。
肝心のその方はいかに？　といえば、表情全く変わらずう

つむき加減。わかったのか、わからないのか、なんともつか
めない表情のまま。ただ明確にわかったのは「私の説明など
まったく届いていない」ということ。とはいえ、自分から何
かここで言わないとこの場がおさまらない、と思ったので
しょう。「参考になりました。ありがとうございます。もう
少し考えてみます。」と言うものの、参考になっていないこ
とはあまりにも明白。

しまったー！　あんなに納得したつもりだったのに。癖が
でてしまった。「教えてほしい。」とリクエストされて、実際
にこちらのアイディアをお伝えすると、それはもう既にやっ

たとか、他の人からも聞いて既に知っている、なんていう体
験は皆さんもお持ちではないでしょうか。
では、このシーン、どうすればよかったのでしょうか？　た

とえばこんな質問が効果的だったかもしれません。
「どこまではわかっているんですか？」
「どうして、それをはっきりさせたいんですか？」
「何が得られたら、わかりますか？」
「そのために、今、私はどんなサポートができるでしょ

うか？」
ところで、目の前で相手が「わかりません。」と言うと、

私は一瞬にしてこんな反応がおこります。まず息をのみま
す。同時にちょっと後ろにのけぞった感じになり、それから
相手が納得する「答え」を言ってあげなくっちゃという思い
にかられ、「じゃあ、わからせてあげましょう。」と一方的に
話す、というものです。
しかし、よくよく振り返り状況を観察してみると、相手が

「わかりません。」と言っている時は、実はすごく意味のある
時間なのではないでしょうか。何故なら、何かしらその人な
りのオリジナルな答えを、その人自身が導きだそうとしてい
るのですから。脳の中の混沌とした状態から答えを探そうと
しているから、本人自身も苦しそうな様子になり、それ故に
私たちは助けたい衝動にかられてしまうのかもしれません。
だからこそ、そんなシーンが訪れたら次回からリラックス

して待ってみませんか？　相手がちょっともがいている時間
を一緒に味わいながら側にいてあげましょう。もしも待って
いても答えがでなかったら、少し時間をおいてまた訊いてみ
ればいいことです。「その後、何か発見あった？」と。そう
してフォローしてくれる人が傍らにいることで、人は考え続
けるようになるものです。
相手の「わかりません。」の言葉に騙されることなかれ。

実は「わかっていること」もあるのですから。上司としての
あなたの正念場でもあり、相手が考える人になるチャンスの
場面でもあります。きっと相手は「わからないことについて
話している」間に、自分なりの答えに気づいていくでしょう
から。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その57　「わかりません」に
                                騙されることなかれ
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